
新規 拡充 重点 継続

○

年度

年度

人

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

内容

6,900

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

23年度についても、民間警備業者に委託することにより、夏季期間において深夜防犯パトロール事業を実施する
予定です。

前年度に評価した
今後の方向性

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

平成２３年

青少年が深夜はいかいすることにより、事件に巻き込まれたり、生活習慣が乱れたりすることを防止するために、深夜（夜間）補導を行いま
す。

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

4

4
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

指名競争入札により、民間警備業者に委託しています。警察や地域からの情報によるパトロール箇
所などの見直しや、より効果的なパトロール体制をとることなどにより、高い効果が得られるように努
めます。

22年度に実施した本パトロール事業において、計3,956人に対する声掛けを行い帰宅を促したが、警
察による「深夜はいかい」に係る補導人員は前年比で1,371人増加しており、ここ数年で最も多くなっ
ています。

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

・警備会社による深夜パト
ロールの実施（7～11月）
・警備会社による深夜パト
ロールの実施（12～3月）

・警備会社による深夜パト
ロールの実施（夏季期間に
実施予定）

当初の
予定

政策分野

「緊急雇用」
に係る補正
予算が今後
は見込まれ
ないため。

平成２６年度 計画変更理由平成２４年度

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

深夜補導の実施

子ども家庭局・青少年課

５８２－２３９２

事　業　名

平成２２年度実施事業 連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり

平成２５年度

深夜補導の実施により、深夜はいかいに係る補導者数の減少を図ります。この
成果を図る指標として設定。

警察による深夜はいかいに係る補導者数 警察による補導者数の前年比減 警察による補導者数の前年比減

前年比で1,371人の増

警察による補導者数は前年比
で増加

声掛けを行い帰宅を促す。 声掛けを行い帰宅を促す。

評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】
実
施
状
況

達成度

目標

実績

実績

計画

3,956

内容

達成度

計画

平成２２年

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

本事業は施策に対する有効性も高く、青少年の健全育成を図っていく上で重要な事業の一つであり、
地域における安心感の醸成にもつながるため、継続して実施していくことが必要です。今後も目標の
達成に向け、引き続き取組を進めていくことが必要だと考えています。

警察、ＮＰＯにより深夜補導が行われているが、青少年の健全育成・非行防止を図っていく上で、重
要な事業の一つであると考えています。今後も目標の達成に向け、事業内容等の見直しにより、着実
な取組を進めていくことが必要だと考えています。

16,493

22年の不良行為少年に係る補導人員は22,311人で、その内「深夜はいかい」に係る補導人員は
11,666人（前年比1,371人増）と最も多い。このような不良行為は、本格的な非行へとエスカレートする
おそれがあり、早期に発見して正しく指導することが何よりも大切です。

22年度は、第1期（7月～11月末まで）と第2期（12月～3月末まで）の2回実施し、合計3,956人に対する声掛けを行い帰宅を促すことができまし
た。

4

事業費

うち一般財源

実
施
結
果

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

パトロールによる声掛け件数

巡回中に青少年への声掛けを行い帰宅を促します。この成果を図る指標として
設定。

3

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

コ
ス
ト

今
後
の
方
向
性

深夜（夜間）補導の実施

深夜（夜間）補導の実施

新たな方法による、深夜（夜間）補導の実施



新規 拡充 重点 継続

○

年度

件

％ ％

年度

％ ％

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

前年度に評価した
今後の方向性

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

　適切な相談対応に向け、体制の強化及び関係各機関との連携を緊密に図ります。

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

適切な支援等の継続実施

適切な支援等の継続実施

平成２３年度

適切な支援等の継続実施

適切な支援等の継続実施

　非行少年の立ち直り支援と自立を促進するため、子ども総合センターの体制を充実し、学校、警察、地域等と連携して、非行少年及びその
家庭への支援を積極的に行います。

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

適切な支援等の継続実施

3

3
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

非行相談対応件数
145件

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

－

実績

計画

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

当初の
予定

適切な支援等の継続実施

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

適切な支援等の継続実施

平成２５年度 平成２６年度平成２４年度

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

非行少年の立ち直り支援と体制強化事　業　名

平成２２年度実施事業 連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり政策分野

子ども家庭局・子ども総合センター

８８１－４５５６

計画変更理由

　虞犯行為や触法行為のあった児童及び保護者からの相談への対応や相談内容に応じた適切な支
援を行うことが、本事業の内容であることから、活動指標として「非行相談対応件数」を掲げました。

－

145

非行相談対応件数

目標

実績
内容

内容

実
施
結
果

事業費

うち一般財源

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】
実
施
状
況

適切な支援等の継続実施

適切な支援等の継続実施

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

コ
ス
ト

　最小の経費で最大の効果を挙げるべく、計画的かつ効率的な予算執行に努めて、事業展開していま
す。

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

　22年度に非行相談担当ラインが新設され、地区担当ケースワーカと連携して、初期対応の段階から積極的に関
わり、困難ケースについては、非行相談担当ラインへケース移管し、学校、警察、裁判所、児童自立支援施設等と
連携し、これまでより緊密できめ細やかな対応が可能になり、有効性は高いと考えます。

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

　非行少年及びその保護者に対し、即時にきめ細やかなサービスの提供をしなければ、より問題事象
が深刻化し、「青少年の健全育成」に向けた高い効果が期待できません。3

評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

　本事業は施策に対する有効性も高く、青少年の健全育成を図るうえにおいて、今後も着実な取組み
を進めていくことが必要だと考えています。特に、学校、警察、裁判所、児童自立支援施設等との情報・
行動連携を通して、より緊密で、きめ細やかな対応を行います。

869

869

　現時点では、他の実施主体は考えられず、実施主体は市が適当だと考えます。

1,096

1,096

今
後
の
方
向
性

達成度

計画

平成２２年度

4

　非行相談担当ラインの設置を図り、非行少年の立ち直りに向け、実務的かつ緊密な行動連携や情報連携を行うため、関係機関と非行相談連
絡会議を定例開催するとともに、教育・福祉的な指導の視点に立った即時的な対応、連携した取組みを行っています。

達成度



新規 拡充 重点 継続

○

人 年度

人

％

年度

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

前年度に評価した
今後の方向性

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

23年度についても、シンナー等乱用少年の撲滅及びその他の薬物（大麻、覚せい剤、MDMAなど）の乱用防止に
向け、警察等の他団体や地域団体との連携を図りながら、より一層、啓発・環境浄化活動に取り組んでいきたいと
考えています。

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

平成２３年度

本市におけるシンナー等乱用少年の検挙補導人員は減少傾向にあるものの、11年連続全国最多である福岡県の約２８％を占めており、依
然として憂慮すべき状況にあります。その撲滅に向けて、行政と地域が一体となった総合的な対策を推進しています。

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

啓発・環境浄化活動参加者数
18,366人

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

4

4
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

内容

3,858

3,858

当初の
予定

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

政策分野

平成26年度

平成２６年度 計画変更理由平成２４年度

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

シンナー等をはじめとした薬物乱用防止に向けた広報・啓発

子ども家庭局・青少年課

５８２－２３９２

事　業　名

平成２２年度実施事業 連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり

平成２５年度

シンナー等乱用少年の撲滅を目標にして、実施している啓発・環境浄化活動を指標として揚げまし
た。

16,000

18,366

114.8

啓発・環境浄化活動参加者数

目標

実績

実績

計画

内容 16,000人

実
施
結
果

事業費

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

コ
ス
ト うち一般財源

シンナー等薬物乱用防止教室や出前講演の講師を青少年課の職員や関係機関に依頼することによ
り、経済的・効果的に実施することができました。

評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

シンナー等乱用少年の撲滅に向け、今後も継続して事業を行うとともに、他の薬物（大麻、覚せい剤、
MDMAなど）の広がりも懸念されていることから、その乱用防止に向けた普及啓発活動に、引き続き
取り組んでいきたいと考えています。

3,064

3,064

本市実施の市民意識調査「市政評価と市政要望」では、今後の行政努力が強く期待される施策とし
て「青少年の健全育成の推進」があがっているため、実施主体としては市が積極的に行う方がよいと
考えます。

今
後
の
方
向
性

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】

シンナー等薬物乱用防止教室や夜間特別補導、また、モデル地区事業を通じて、シンナー乱用撲滅
に関する市民意識が向上し、シンナー等乱用少年の検挙補導人員が減少しました。

実
施
状
況

達成度

計画

平成２２年度

4

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

シンナー等薬物乱用の危険性や有害性を継続して正しく伝えることにより、検挙補導人員の減少に
向け高い効果が期待できます。

・従来に引き続き、シンナー等乱用少年の撲滅に向けた啓発・環境浄化活動を実施しました。
・22年度はさらに、青少年に対して薬物の危険性や及ぼす影響などを啓発し、薬物乱用防止を推進することを目的として、本市と市薬剤師会
との間で「青少年に対する薬物乱用防止啓発事業に係る協定」を締結しました（平成22年5月20日）。主な取り組み内容は、①市内の学校、地
域、企業等で行われる薬物乱用防止啓発のための講演会等に講師等を積極的に派遣する、②本市が実施する薬物乱用防止に関する各種
事業や研修会等を開催する際には積極的に相互協

4

達成度

・「シンナー等乱用防止モデル地区」の指定継続及びシンナー等乱用防止啓発・環境浄化活動の推進

・「シンナー等乱用防止モデル地区」の指定継続及びシンナー等乱用防止啓発・環境浄化活動の推進



新規 拡充 重点 継続

○

年度

年度

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

3

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

地域において、様々な青少年の健全育成に係る取組を行っており、適時性は高いと考えています。

地域会議開催経費、事業実施経費の支援等を実施しました。

3

達成度

今
後
の
方
向
性

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】

青少年の健全育成を図る上で、地域における活動は有意義であり、必要不可欠であると考えていま
す。現状は、活発に活動している団体とそうでない団体との差が見受けられます。

実
施
状
況

達成度

計画

平成２２年度

青少年の健全育成を図る上で、地域との連携は必要不可欠であり、今後とも当該事業を推進していく
必要があると考えています。

青少年の健全育成には、地域の教育力として当団体の活動が活発に行われることが不可欠と考え
ており、市としては、地域の実情に合わせて、今後も支援していく必要があると考えています。

実
施
結
果

事業費

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

コ
ス
ト うち一般財源

経済性・効率性を高めるため、予算配分の変更・見直しを行うなど、事業費の削減に努めています。
評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

目標

実績

実績

計画

内容
地域ぐるみでの青少年の健全育成・非行防止への取り組みを進めるため、活動指標として掲げまし
た。

地域協議会の活動支援

子ども家庭局・青少年課

５８２－２３９２

事　業　名

平成２２年度実施事業 連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり

平成２５年度

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

地域会議推進事業

政策分野

平成２６年度 計画変更理由平成２４年度

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

当初の
予定

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

内容

3,866

3,866

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

4

4
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

平成２３年度

地域ぐるみでの青少年の健全育成・非行防止への取り組みを進めるため、主に中学校単位で、自治会、社会福祉協議会、PTAなどにより組
織された地域会議の活動を支援します。

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

前年度に評価した
今後の方向性

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

23年度は、団体に対する経費の支援等を実施することに加え研修会を実施するなど、より一層の取り組みに努め
てまいります。

地域会議活動の支援

地域会議活動の支援



新規 拡充 重点 継続

○

回 回 年度

回

％

年度

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

前年度に評価した
今後の方向性

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

地域住民との連携は必要不可欠であり、今後も情報交換を図るなど、より積極的な活動を行っていきたいと考え
ています。

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

平成２３年度

少年補導委員による地域においての補導活動や環境浄化活動に努めるとともに、少年非行防止活動についての情報交換を行います。

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

補導活動回数
3,884回

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

4

4
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

内容

2,795

2,795

当初の
予定

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

政策分野

平成26度

平成２６年度 計画変更理由平成２４年度

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

少年補導委員活動

子ども家庭局・青少年課

５８２－２３９２

事　業　名

平成２２年度実施事業 連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり

平成２５年度

補導活動を行うことで、子どもとの密接な関係を築くことができるとし、活動指標として揚げました。

3,930

3,884

98.8

補導活動回数

目標

実績

実績

計画

内容 3,930回

3,930

実
施
結
果

事業費

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

コ
ス
ト うち一般財源

委嘱された補導委員一人ひとりが、様々な時間帯で活動を行っています。
評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

子どもとの密接な関係を築き、地域住民との連携強化を図るため、今後も継続して事業を実施しま
す。

3,261

3,261

市から委嘱された補導委員が活動することにより、地域での活動内容のバラツキをなくすことができ
ます。

今
後
の
方
向
性

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】

補導活動の実施により、子どもとの密接な関係を築くことができ、また、少年非行防止活動について
の情報交換もできました。

実
施
状
況

達成度

計画

平成２２年度

4

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

継続して地域と連携し補導活動を行うことにより、非行少年や不良行為少年を早期に発見し、非行の
未然防止に寄与しています。

定期的な少年補導委員役員会の開催、また、年２回の研修会を開催するなど、少年補導委員の意欲や能力の向上に努めました。

4

達成度

少年補導委員による補導活動や環境浄化活動の推進少年補導委員による補導活動や環境浄化活動の推進

少年補導委員による補導活動や環境浄化活動の推進



新規 拡充 重点 継続

○

人 人 年度

人 人

年度

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

4

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

関係事業者とより連携を深めるため、継続的に実施することが必要であると考えています。

次年度に行う懇談会のテーマを「携帯電話」に決定しました。

4

達成度

今
後
の
方
向
性

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】

22年度は懇談会のテーマ設定を行い、次年度以降は、「携帯電話」をテーマにした懇談会を継続的に
実施していくこととしています。

実
施
状
況

達成度

計画

平成２２年度

今後とも、関係事業者に対して、より連携を深め、青少年を取り巻く有害環境から子ども達を守るため
の取組を積極的に進めていくことが必要だと考えています。

0

0

ＰＴＡや地域団体、教育機関などと関係事業者が一体となった懇談会を設置し、情報の共有化や各団
体の取組の強化を図っていく上で、市の関与は必要です。

実
施
結
果

事業費

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

コ
ス
ト うち一般財源

低コストでの実施が可能です。
評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

目標

実績

実績

計画

内容
より多くの関係団体の方々に懇談会に参加していただき、情報の共有化や各団体の取組の強化を
図っていくために、指標として設定しました。

－

－

懇談会の参加者数

子ども家庭局・青少年課

５８２－２３９２

事　業　名

平成２２年度実施事業 連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり

平成２５年度

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

青少年を取り巻く有害環境に関する懇談会

政策分野

平成２６年度 計画変更理由平成２４年度

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

当初の
予定

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

内容

1,022

1,022

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

4

4
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

平成２３年度

青少年を取り巻く有害環境の現状認識の共有と各団体共通の取り組みを協議するため、関係業界、青少年育成団体、家庭、学校、警察、
行政による意見交換等を実施します。

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

前年度に評価した
今後の方向性

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

23年度は、「携帯電話」をテーマにした懇談会を実施し、ＰＴＡや地域団体、教育機関などと関係事業
者が一体となり、情報の共有化や各団体の取組の強化を図っていきたいと考えています。

懇談会の実施

懇談会の実施懇談会の実施



新規 拡充 重点 継続

○

年度

人

年度

人

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

【方向性】
・「青少年の健全育成・非行防止」を推進する上で、重要な事業であると考えており、引き続き取り組んでいく必要
があります。
・全国的にも活動が盛んな本市の学校警察連絡協議会の活動を今後ますます活性化させることと、学校におい
ても非行防止活動が定着しつつあることから、継続実施します。21年度から全市小中学校において規範教育推
進事業に取り組み、規範意識の醸成を図っています。
【事業計画見直し・改善】
多様な問題事象の対応について、少年サポートチーム、北九州少年サポートセンター、子ども総合センターとの
定例連携会議を開催します。

今
後
の
方
向
性

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

7,225

7,225

・「子育て・教育日本一を実感できる環境づくり」を掲げている本市において、「青少年の健全育成・非行防止」を推進していく上
で、実施主体として市は適当であると考えています。
・本市の学校警察連絡協議会による県下一斉街頭補導の参加人数は、県全体の約4割を占めています。こうした活発な活動が
本市の青少年の健全育成に大きく寄与しています。そのため、今後もこうした関係機関との連携を継続していくことが重要です。

・シンナー等乱用少年の検挙補導人員については、福岡県は11年連続して全国ワースト１位であり、そのうちの約28％を本市
が占めている状況であり、今後も活動を継続していく必要があります。
・規範意識育成事業非行防止学習を実施することでシンナー等薬物乱用の検挙、補導人員や児童生徒の暴力行為の減少につ
ながってます。この事業を実施することで児童生徒の検挙、補導人員増加を抑えることにつながります。

本市では、非行防止関連の教育を実施したり、子ども家庭局と教育委員会が連携した非行防止教室を行っています。また、毎年小中学校及
び市立高校等でシンナー等薬物乱用防止教室などの取組を行なっています。その結果、シンナー等乱用少年の検挙補導人員や児童生徒の
暴力行為件数が年々減少しています。

4

うち一般財源

4

4
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】

・シンナー等薬物乱用少年は減少傾向にあり、警察等関係機関と連携した指導や啓発活動の効果が現れています。
・規範意識育成事業非行防止学習は、全市小中学校で取り組み、効果が現れています。

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

コ
ス
ト

・各教室（非行防止教室、薬物乱用防止教室）等には、子ども家庭局からも講師派遣を行っています。
・活動の盛んな北九州市学校警察連絡会へ補助を行い、効果的で効率的な活用を図っています。

4

実
施
結
果

事業費

実
施
状
況

達成度

計画

福岡県の刑法犯少年の非行者率は、全国平均よりも多い状況です。また、本市の刑法犯少年の約７
割が初発型非行であり、規範意識が希薄化しています。こうした現状を踏まえ、街頭補導や見守り活
動を強化するとともに、立ち直りのための対策が必要であると考えています。この成果を図る指標と
して設定。 達成度

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

刑法犯少年の検挙補導者数

福岡県のシンナー等乱用少年の検挙補導者数は、他の都道府県と比べて多い状況です。このよう
な現状を踏まえ、青少年を取り巻く有害環境の浄化や規範意識向上のための啓発活動の推進に取
り組む必要があります。この成果を図る指標として設定。

シンナー等乱用少年の検挙補導者数

子ども家庭局青少年課、教育委員会指導第二課

2392・2367

平成２５年度

-

16実績

-

平成２２年

連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

非行防止活動の推進

平成２２年度実施事業

平成２６年

平成２６年

平成２６年度 計画変更理由

目標

内容 撲滅

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

政策分野

事　業　名

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

シンナー等乱用による少年の検挙補導人員および小・中学校等における暴力行為等の問題行動は減少傾向にありますが、不良行為少年の補導件数は高
水準で推移しているため、今後も警察等関係機関との連携を強化し、児童生徒の規範意識の育成を図ります。また、保護者や地域住民に対して非行に関す
る現状や対策等を周知するなど、未然防止や早期解決を図るための取組みを進めています。さらに、「北九州少年サポートセンター」への指導主事の派遣、
北九州市学校警察連絡協議会での補導活動、非行防止教室などを実施します。

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

-

実績

計画

1,458

前年比で15人の減

-

平成２３年

・非行防止教室、シンナー等薬
物乱用防止教室等の実施

・北九州市学校警察連絡協議
会での補導活動等の実施

当初の
予定

・非行防止教室、シンナー等薬
物乱用防止教室等の実施

・北九州市学校警察連絡協議
会での補導活動等の実施

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

前年比で40人の減

平成２４年度

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

前年度に評価した
今後の方向性

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

・23年度も引き続き、各教室（非行防止教室、薬物乱用防止教室）等を実施することにより、規範意識を高め、「シ
ンナー等乱用少年の検挙補導者数」及び「刑法犯少年の検挙補導者数」の減少に努めていきたいと考えていま
す。
・多様な問題事象の対応について、少年サポートチーム、北九州少年サポートセンター、子ども総合センターとの
定例連携会議を開催します。

内容

7,553

7,553

減少



新規 拡充 重点 継続

○

年度

回 回

％ ％

年度

回 回

％ ％

千円 千円

千円 千円

【事業の実施結果・進捗状況の確認】

【事業の再検証】

4

前年度以上

２２年度に実施した結果、当初
計画（実施工程）に対する進
捗状況はどうか。

教職員が危機意識を持って積極的な生徒指導を行っても、厳しい家庭の状況や特別支援を要する状況から、指導
が困難な場合もあります。少年サポートチームが入ることで、学校の教育活動が成り立っているという現状がありま
す。実施しなかった場合、学校崩壊にもなりかねない状況です。

教育委員会の区担当指導主事と連携し、学校の生徒指導体制の援助や、学校や地域の対応だけでは解決が困難で深刻な問題を繰り返す児
童生徒やその保護者への対応などにより、児童生徒の態様、学級や学校の荒れが沈静化し、改善されました。

3

相談対応等活動回数

小・中学校や保護者から依頼を受けて、少年サポートチームが相談に応じま
す。 達成度

今
後
の
方
向
性

ア：事業の見直しを図る
ことが可能
イ：休止・廃止を検討
ウ：現状のまま進めるこ
とが適当
エ：終了

目
的
実
現
の
為
に
実
施
す
る
内
容

【
手
　
段

】

学校や地域の対応だけでは解決が困難で深刻な問題を繰り返す児童生徒やその保護者への対応な
どにより、学校での暴力発生件数が減少するなど、児童生徒の態様、学級や学校の荒れが沈静化し、
改善されました。

実
施
状
況

新たな計画に基づき
実施する予定

新たな計画に基づき
実施する予定

達成度

計画

平成２２年度

○小学校における少年サポートチームの緊急支援が増加傾向にあり、今後も効率的な運用が必要で
す。
○北九州少年サポートセンター、子ども総合センター等関係機関と更なる連携推進を図る必要がありま
す。

27,132

27,132

学校は、理不尽な要求をする保護者への対応に苦慮している状況にあり、その保護者への対応および家庭訪問に
おける支援など、実効性の高い事業として今後も必要です。相談対応件数も増加しており、一層必要性が高まって
います。啓発活動として、平成２２年度よりスクールヘルパー研修の講話も始まり、継続的に実施する必要がありま
す。

実
施
結
果

事業費

評価結果を検証した上で、今
後の事業の方向性（いつから
何をどうするのか）を決定す
る。

ウ

コ
ス
ト うち一般財源

少年サポートチームの指導員及び事務備品等に係る経費、各業務単価の見直しを行い、効率的な執
行ができました。

評
価

　　　経済性・効率性
同じ効果をより低いコストで得られ
ないか。または、同じコストでより
高い効果を得られないか。

目標

実績

実績

計画

384

内容 前年度以上

前年度以上

前年度以上

小・中学校から依頼を受けて、少年サポートチームが薬物乱用防止教室および
非行防止教室を実施します。

前年度以上

9

非行防止教室等啓発活動回数

教育委員会・指導第二課

５８２－２３６７

事　業　名

平成２２年度実施事業 連絡先

子どもや若者の健やかな成長や自立を支える環境づくり

平成２５年度

「元気発進！子どもプラン」事業評価票

担当局/課

少年サポートチーム推進事業

政策分野

前年度以上

平成２５年度

平成２５年度

平成２６年度 計画変更理由平成２４年度

何（誰）をどのよう
な状態にしたいの
か。

当初の
予定

 非行防止教室等啓発活動
 相談対応等活動

 前年度以上

施策名
その結果、実現を
目指す施策名 青少年の健全育成

内容

29,139

29,139

これまで
の進捗状
況・今後
の予定

非行防止教室等啓発活動
　　　９回

 相談対応等活動

　　　　384回

　　　　　適時性
今実施しなかった場合、施策実現
に対する影響はどうなのか。

　　市の関与の必要性
実施主体として市が適切なのか。
市の関与をなくすことはできない
のか。

　　　　　有効性
この事業は施策の実現に対し、効
果があったのか。

成果・活動指標　（上段：指標名、下段：指標設定の考え方）

 非行防止教室等啓発活動
 相談対応等活動

 前年度以上

3

3
　４：高い

　３：やや高い

　２：やや低い

　１：低い

事
業
の
概
要

【
目
　
的

】

平成２３年度

○　小・中学校等からの要請を受けて、問題行動を起こす児童生徒やその保護者、また被害にあった児童生徒へ、警察官ＯＢ3名、教員3名で
構成している少年サポートチームによる学校訪問および家庭訪問などを通して支援を行います。
○　非行防止教室や薬物乱用防止教室などの啓発活動を実施します。

実
施
工
程

平成２２年度 平成２３年度

前年度に評価した
今後の方向性

目的実現のために２３年度に実施すること

【次年度計画】

北九州少年サポートセンター、子ども総合センター等関係機関と更なる連携推進に努めます。

非行防止教室等啓発事業
の実施

非行防止教室等啓発事業
の実施
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